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V228a 国際大気球太陽観測実験 SUNRISE-3に搭載する近赤外線偏光分光装置 SCIP
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太陽大気で起きるダイナミックな現象が担う磁気エネルギーの輸送・散逸過程を調べるには、光球より上空
の磁場構造とその時間発展を観測することが必要である。そこで、2021年に計画する国際大気球太陽観測実験
SUNRISE-3に向けて、偏光分光装置 SCIP (スキップ、Sunrise Chromospheric Infrared spectroPolarimter)をス
ペイン・ドイツと共同で開発している。SCIPは波長 850 nmと 770 nmの近赤外線域にある多数のスペクトル線
を同時に偏光分光観測することで、光球・彩層の 3次元磁場・速度構造を取得できる装置である。SUNRISEの
口径 1 m光学望遠鏡に SCIPを搭載すれば、シーイングと大気吸収の影響を受けない高高度気球観測により、0.2
秒角の解像度 (波長 850 nmの回折限界)・高分散 (R ∼ 2× 105)・10秒の時間分解能で偏光精度 0.03% (1σ)を達
成することができる。SCIPはエシェル回折格子を使った分光器と回転波長板による偏光解析装置から構成され、
太陽観測衛星 SOLAR-Cやロケット実験 CLASPのために開発してきた技術を最大限に活用する。本講演では、
高解像度・高波長分解能の鍵となる光学・構造設計とともに、高精度偏光観測の鍵となる回転波長板の開発につ
いて報告する。観測運用時に想定される温度範囲 1030℃で光学偏光性能を保証するため、光学系を低熱膨張の
CFRP光学ベンチ上に設置する。所定の性能を達成するため、光学系の公差解析をもとに波面誤差配分を設計す
るとともに、熱変形の小さい光学系保持機構の設計を行っている。波長板や偏光ビームスプリッタは、実際に試
作し偏光特性の温度依存性を測定することで、目標とする偏光精度を達成する目途が立ちつつある。


